
『
浮

世

床

』

は
じ
め
に

『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
は
式
亭
三
馬
の
代
表
作
と
し
て
名
高
い
。
こ

れ
ら
は
滑
稽
本
と
呼
ば
れ
る
会
話
の
忠
実
な
再
現
が
特
徴
の
会
話
体
小
説

で
あ
る
。
い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
に
関
し
て
、
簡

単
な
説
明
を
行
う
。

『
浮
世
風
呂
』
は
前
編
二
冊
が
文
化
六
年

（
１
８
０
９
）
、
二
編
二
冊
が

同
七
年

（１
８
１
０
）
、
三
編
二
冊
が
同
九
年

（
１
８
１
２
）
、
四
編
三
冊

が
文
化
十
年

（１
８
１
３
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
版
元
は
江
戸
の
西
村
源
六

（前
編
～
四
編
）
が
主
版
元
で
、
三
馬
の
実
弟
の
石
渡
平
人

（前
編

・
二

編
）
と
そ
の
主
家
の
石
渡
利
助

（二
編
～
四
編
）
が
名
を
連
ね
た
。
当
時

の
庶
民
の
社
交
の
場
を
兼
ね
て
い
た
銭
湯
を
舞
台
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢

・
階
層
の
浴
客
の
特
徴
や
あ
り
さ
ま
を
、
そ
の
会
話
を
精
緻
に
記
述

す
る
こ
と
に
よ
り
生
き
生
き
と
写
し
出
し
て
い
る
。
身
ぶ
り

・
声
色
の
芸

で
あ
る
浮
世
物
真
似
が
文
芸
化
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

『
浮
世
床
』
は
、
三
編
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
初
編

・
三
編

が
三
馬
作
で
あ
る
。
三
編
は
、
三
馬
が
文
政
五
年
に
没
し
た
の
ち
、
滝
亭

鯉
丈
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
。
初
編
三
冊
が
文
化
十
年

（１
８
１
３
）
、
二
編

二
冊
は
同
十

一
年

（１
８
１
４
）
の
刊
行
。
一二
編
三
冊
は
、
文
政
六
年

（１

８
２
３
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
版
元
は
鶴
屋
金
助

（初
編

・
二
編
）
・
柏
屋
半

の

謎

吉

丸

雄

哉

蔵

（初
編

・
三
編
）
と
堺
屋
国
蔵

（二
編
）
で
あ
る
。
三
編
の
版
元
は
文

栄
堂

（大
島
伝
右
衛
門
。
序
文
よ
り
）
で
あ

っ
た
。
『
浮
世
床
』
は
、
「浮

世
風
呂
」
の
隣
の

「浮
世
床
」
と
い
う
髪
結
床
を
舞
台
と
し
た
。
髪
結
床

は
銭
湯
と
同
様
に
当
時
の
庶
民
の
社
交
の
場
と
な

っ
て
お
り
、
町
人
た
ち

が
髪
結
の
順
番
を
待

つ
間
に
か
わ
し
た
会
話
を
描
写
し
た
。
『
浮
世
風
呂
』

と
同
じ
く
当
時
の
庶
民
の
言
葉
を
忠
実
に
描
写
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
会

話
体
小
説
で
あ
る
。
三
編
は
鯉
丈
が
執
筆
し
た
も
の
の
、
三
馬
し
た
よ
う

に
世
間
話
だ
け
で
作
品
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
鯉
丈
が
得
意
と
す

る
茶
番
の
趣
向
を
積
極
的
に
髪
結
床
の
会
話
に
持
ち
込
ん
だ
。

『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
は
、
洒
落
本
以
来
の
精
緻
な
会
話
体
小
説
と

い
う
形
式
が
共
通
し
、
連
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
括
り
で
見
ら
れ
が
ち

だ
が
、
実
際
に
読
ん
で
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
相
違
点
が
日
立

つ
。

三
笑
亭
可
楽
の
落
語
を
参
考
に
し
た

『
浮
世
風
呂
』
前
編
は
、
声
色
や

形
態
を
模
写
す
る
要
素
が
強
い
。
女
風
呂
を
舞
台
と
し
た
二
編

・
三
編
は
、

女
性
読
者
を
念
頭
と
し
て
、
教
訓
性
の
強
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
『
浮

世
風
呂
』
四
編
、
あ
る
い
は

『
浮
世
床
』
初
編

・
三
編
は
、
誰
か
が
別
の

人
の
起
こ
し
た
事
件
を
話
す
と
い
う
内
容
が
多
い
。　
一
作

一
作
ご
と
に
特

徴
が
異
な
り
、
三
馬
の
試
行
錯
誤
の
あ
と
が
見
え
る
。

『
浮
世
床
』
は
三
馬
の
代
表
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
考
察
の
対
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象
と
し
た
論
文
は
多
く
な
い
。
ま
た
、
『
浮
世
床
』
に
は
そ
の
構
成
上
、
不

思
議
な
点
が
い
く

つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
考
察
し
た
も
の
を
見
な

い
。
本
稿
で
、
『
浮
世
床
』
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

一
、
『
浮
世
床
』
と
前
田
愛

「渥
束
の
隠
れ
家
」

『
浮
世
床
』
の
考
察
で
は
、
前
田
愛

「渥
東
の
隠
れ
家
」
（昭
和
５２
）

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
論
考
で
あ
る
。
前
田
愛
自
身
が
専
門
と
す
る

人
情
本

・
滑
稽
本
に
関
し
て
、
歴
史
学
の
知
識
を
援
用
し
て
考
察
し
た
点

に
特
徴
が
あ
る
。
『
浮
世
床
』
に
登
場
す
る
髪
結
床
が
江
戸
の
都
市
制
度
の

な
か
で
果
た
し
た
、
見
え
ぎ
る
役
割
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

前
田
愛
は

「渥
東
の
隠
れ
家
」
の
の
ち
も
、
都
市
と
文
学
に
関
す
る
論

文
を
書
き
続
け
、　
一
連
の
論
考
は

『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
と
し
て

結
実
し
た
。
ま
た
、
日
本
文
学
研
究
の
な
か
に
都
市
論
と
言
わ
れ
る
分

野
を
創
り
だ
し
た
。
現
在
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル

・
ス
タ

デ
イ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
か
。

前
田
の
論
考
は
鮮
や
か
で
、
今
も
そ
の
価
値
を
失

っ
て
い
な
い
。
そ
の

内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
田
は
江
戸
人
の
江
戸
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
江
戸
城
を
核
と
す

る
同
心
円
の
構
図
で
あ
る
事
を
示
し
、
条
里
制
都
市

全
只
、
中
国
の
都
市
）

や
放
射
式
都
市

（パ
リ
）
と
違
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
隅
田
川
を

折
り
目

（中
軸
）
と
す
る
図
柄
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
る
。

同
時
代
の
世
界
的
な
大
都
市

ロ
ン
ド
ン
が
煤
煙
で
汚
れ
て
い
た
こ
と
と

く
ら
べ
、
自
然
の
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
外
国
人
旅
行
者
が
驚
い
た
こ
と

を
述
べ
る
が
、
同
時
に
超
過
密
の
裏
町
が
存
在
し
た
こ
と
も
述
べ
る
。
百

三
十
万
人
の
人
口
の

‐５
。
８

％
が
町
人
地
、

６８
．
６

％
が
武
家
地
に
住
み
、　
一
平
方

キ
ロ
あ
た
り
町
人
地
六
万
七
千
人
、
武
家
地

一
万
七
千
人
で
あ

っ
た
こ
と

を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
根
津
門
前
町
往
還
ぞ
い
の

一
角
の
絵
図
や
寺
門
静

軒

『
江
戸
繁
昌
記
』
（天
保
三
か
ら
七
刊
）
に
描
か
れ
る
裏
町
の
様
子
を
紹

介
す
る
。

前
田
が
着
日
し
た
の
は
、
表
店
と
裏
店
の
両
方
か
ら
な
る
町
屋
の
構
造

で
あ
る
。

町
屋
は

一
ブ

ロ
ツ
ク
ご
と
に
路
次
回
の
木
戸
で
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
江

戸
の
町
に
二
十
六
あ

っ
た
見
附
の
門
が
酉
の
刻

（午
後
六
時
ご
ろ
）
に
閉

ま
り
、
町
木
戸
が
亥
の
刻

（午
後
十
時
ご
ろ
）
に
閉
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

町
屋
に
あ
る
路
次
の
本
戸
は
、
建
前
は
暮
六
つ

（午
後
六
時
ご
ろ
）
に
閉

ま
る
と
す
る
が
、
実
際
は
町
木
戸
と
同
じ
刻
に
閉
ま
る
。
町
屋
は
、
見
附

・

町
木
戸

。
路
次
の
本
戸
と
二
重
の
守
り
が
あ
り
、
入
れ
子
型
の
空
間
と
な

っ
て
い
る
。

前
田
が
そ
こ
か
ら
読
み
取

つ
た
の
は
、
一果
長
屋
の
住
人

（小
職
人

・
棒

手
振
り

。
遊
芸
人
）
が
表
通
り
の
商
人
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
そ
の
上
位
層
と
し
て
町
内
管
理
の
五
人
組
の
地
主

・
家
主
層
が
あ

る
と
い
う
支
配
構
造
で
あ
る
。

前
田
は
、
町
内
の
ブ

ロ
ツ
ク
と
長
屋
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
を
考
察
す
る
た

め
に
、
髪
結
床
に
着
日
し
た
。
髪
結
床
は
鑑
札

（免
許
）
の
い
る
も
の
で
、

一
町
に

一
軒
ず

つ
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
髪
結
床
が
町
内
で
の
コ
ミ
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ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
前
田
が
発
見
し
た
こ
と
で
は
な
い
。

だ
が
、
髪
結
床
が
四
辻
の
角
店
の
本
戸
番

・
自
身
番
所
に
向
か
い
合
う
位

置
に
髪
結
床
が
あ
り
、
町
木
戸
の
警
衛
や
通
行
人
の
監
視
と
い
う
江
戸
市

中
の
〈
制
度
の
核
〉
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て

『
浮
世
床
』
を
読
み
解
い
た

の
は
、
優
れ
た
眼
力
で
あ

っ
た
。

前
田
は
、
『
浮
世
床
』
に
お
い
て
、
『
浮
世
風
呂
』
の
銭
湯
よ
り
も
、
都

市
空
間
の
ユ
ニ
ツ
ト
が
意
識
的
に
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
口
絵
を
例

に
示
す
。
前
田
は
髪
結
床
を
表
店
の
住
人
と
裏
店
の
住
人
と
か
相
互
に
噂

を
交
換
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
み
る
が
、
表
店
層
と
裏
店
層
に
、
実
際
に

会
話
が
噛
み
あ
う
場
面
は
少
な
く
、
秩
序
に
差
が
あ
り
、
『
浮
世
床
』
の
髪

結
床
主
人
髪
五
郎
の
役
割
は

「デ
ィ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
解
き
ほ

ぐ
し
見
せ
か
け
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
を
創
り
だ
す
機
転
と
弁
舌
に
あ
る
Ｌ
地

域
社
会
の
安
定
し
た
秩
序
の
強
力
な
代
弁
者
」
と
み
た
。

作
品
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
る
、
政
治
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
掘
り
起

こ
し
、
現
代
の
読
者
が
意
識
し
に
く
い
制
度
の
な
か
に
、
登
場
人
物
た
ち

を
当
て
は
め
て
い
っ
た
の
は
、
前
田
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

前
田
は
、
言
語
を
中
心
と
し
た
会
話
体
小
説
で
あ
る
滑
稽
本
の
様
式
そ

の
も
の
か
ら
も
、
支
配
的
な
制
度
を
読
み
取
る
。

『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
に
お
け
る
表
現
の
工
夫
は
女
性
読
者
を
対
象

と
す
る
た
め
と
し
、
三
馬
が
作
品
で
自
抜
き
圏
点
に
よ
り
鼻
濁
音
の
厳
密

な
再
現
を
目
指
し
た
こ
と
は
、
音
声
が
記
す
差
別
の
正
確
な
記
録
で
あ
る

と
す
る
。
作
品
の
な
か
で
、
音
声
言
語
の
な
か
に
文
字
言
語
を
組
み
込
む

こ
と
で
町
方
の
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

束
の
間
の
た
の
し
み
を
日
常
語
の
意
味

（セ
ン
ス
）
を
無
意
味

（ナ
ン
セ

ン
ス
）
に
切
り
換
え
る
こ
と
で
生
む
、
言
葉
あ
そ
び
の
世
界
だ
と
判
断
す

る
。
そ
し
て
、
表
店
の
人
間
が
セ
ン
ス

（常
識
）
に
も
と
づ
く
命
名

（銭

・

中

・
聖

・
賢

・
徳
）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
前
田
の
考
察
は
、
『
浮
世

床
』
二
編
が
裏
手
で
口
よ
せ
す
る
巫
女
の
場
面
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
か

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

一
方
で
、
話
を

『
道
中
膝
栗
毛
』
発
端
の
幽
霊
の

場
面

へ
と
つ
な
げ
て
い
き
、
最
後
は
隅
田
川
東
岸
の
、
人
情
本
が
描
い
た

郊
外
の
世
界

へ
と
た
ど
り
着
く
。

松
本
四
郎

「幕
末

・
維
新
期
に
お
け
る
都
市
の
構
造
」
（昭
和
４５
）
や

竹
内
誠

「寛
政
―
化
政
期
江
戸
に
お
か
え
る
諸
階
層
の
動
向
」
（昭
和
４７
）

や
加
藤
秀
俊

『
都
市
と
娯
楽
』
（昭
和
４４
）
と
い
つ
た
当
時
最
新
の
歴
史

学
の
成
果
が
十
分
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
前
田
に
よ
る
こ
の
論
考
の

特
徴
だ
が
、
そ
の

一
方
で
、
当
時
の
歴
史
学
が
着
目
し
て
い
た

「
コ
ミ

ュ

ニ
テ
イ
」
な
ど
の
テ
ー

マ
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
感
は
い
な

め
な
い
。
と
は
い
え
、
『
浮
世
床
』
を
扱

っ
た
文
学
的
考
察
で
は
金
字
塔
的

存
在
だ
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。

二
、
歴
史
学
か
ら
見
た
江
戸
の
長
屋
と
髪
結
床

―
吉
田
伸
之
氏
の
研
究
を
中
心
に
―

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前
田
愛
の
歴
史
学
の
成
果
を
多
用
し
た
論
考

で
あ
る

「渥
東
の
隠
れ
家
」
か
ら
二
十
五
年
の
歳
月
が
経

っ
て
お
り
、
髪

結
床
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
町
人
に
関
す
る
研
究
も
深
ま
っ
た
。
あ
ら
た

な
歴
史
学
の
成
果
を
用
い
れ
ば
、
前
田
愛
よ
り
も
深
い
考
察
が
得
ら
れ
る
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の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
た
。
よ
つ
て
、
歴
史
学
の
研
究
成
果
を

調
査
し
、
吉
田
伸
之
ら
の
研
究
な
ど
を
学
び
、
興
味
深
い
結
果
を
得
た
。

吉
田
伸
之
を
は
じ
め
と
す
る
最
近
の
江
戸
の
庶
民
研
究
で
の
、
町
人
の
描

か
れ
方
、
と
く
に
髪
結
床
の
描
か
れ
方
が
前
田
愛
の
時
代
の
研
究
と
は
異

な
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
吉
田
伸
之
の
論
考
を
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
と
前
田
愛
の
考
察
と

の
違
い
を
説
明
す
る
。

吉
田
伸
之

「巨
大
都
市
に
お
け
る
身
分
と
職
分
」
を
見
る
。

町
の
髪
結
に
、
札
が
必
要

（明
暦
ご
ろ
よ
り
確
認
。
『
正
宝
事
録
し

で

あ
り
、
「御
定
之
外
」
の
橋
詰

・
辻
々
・
河
岸
端
で
の
営
業
禁
止
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
　
髪
結
＝
町
の
番
所
に
つ
め
る
番
役
の
代
替
者
と
公
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
吉
田
の
論
考
は
始
ま
る
。

続
け
て
、
時
代
順
に
髪
結
の
実
態
を
考
察
し
て
い
く
の
だ
が
、
十
七
世

紀
中
頃
の
江
戸
の
髪
結
に
か
ん
す
る
考
察
は
次
の
と
お
り
、

町
用
を
に
な
う
こ
と
で
、
町
に
よ

つ
て
自
己
の
存
立
を
担
保
さ
れ
、

町
の
番
所
＝
髪
結
床
を
拠
点
と
し
、
町
域
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
し
て
営

業
す
る
と
い
う
、
「町
の
髪
結
」
が
髪
結
の
本
源
的
形
態
。
（

２６０
頁
）

振
売
札
を
持

つ
の
で
広
義
の

「振
売
」
層
の

一
形
態
と
い
え
る

（
２６２

頁
）
。

所
有
と
経
営
の
即
自
的
結
合

（
２６２
頁
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
‐

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
前
田
の
論
考
と
大
差
な
い
。

違
い
が
出
て
く
る
の
は
、
寛
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
の
変
容
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
経
営
権
で
あ
る
株
を
所
有
す
る
者
と
、
実
際
に
床
を
経
営

し
髪
結
の
業
務
に
あ
た
る
者
た
ち
が
分
離
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

揚
銭
収
取
を
本
位
と
す
る
髪
結
株
式
の
所
有
権
が
経
営
か
ら
乖
離
し

て
ゆ
き
、
髪
結
の
職
分
と
は
ま

っ
た
く
無
縁
の
商
人
層
に
よ
つ
て
物

権
化
し
て
い
っ
た

（
２６５
頁
）
。

と
い
う
状
況
と
な
る
。
『
浮
世
床
』
に
描
か
れ
た
髪
結
床
は
こ
の
時
期
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
が
さ
ら
に
推
し
進
め
ら
れ
る
と
次
の
よ
う
な
状
況

と
な
る
。
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
江
戸
の
髪
結
の
存
在
構
造
は
、

町
人
身
分
の
下
位
の

一
派
生
形
態

（
２８‐
頁
）
。

職
人
の

一
形
態
と
し
て
は
公
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
結
局
は

「素
人
」

た
る

「平
町
人
」
の

一
形
態
と
し
て
し
か
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
し
か
も
現
実
に
は
、
株
主
＝
所
有
と
、
下
職
＝
経
営
と
が
ほ

ぼ
完
全
に
分
離
し
て
し
ま
い
、
固
有
の

一
職
分
と
し
て
の
実
質
は
、

所
有
か
ら
疎
外
さ
れ
た
下
職
層
や
新
床
層
に
よ
つ
て
担
わ
れ
る
に
至

い
て
い
る
。
（２８２
頁
）。

で
あ
る
。

前
田
愛
が
描
く
髪
結
床
と
の
大
き
な
違
い
は
、
前
田
愛
が
髪
結
床
を
幕

府
が
用
意
し
た
支
配
制
度
の

一
部
分
、
と
く
に
町
屋
の
管
理
の
核
と
位
置

づ
け
る
の
対
し
、
吉
田
伸
之
の
描
く
髪
結
床
は
実
際
の
株
の
所
有
は
行
え

な
い
ま
ま
、
経
営
の
み
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

「素
人
」
た
る

「平
町

人
」
で
あ
る
。
前
田
の
髪
結
床
が
支
配
側
に
立

つ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
吉

田
の
描
く
髪
結
床
は

「町
人
身
分
の
下
位
の

一
派
生
形
態
」
と
し
て
支
配

さ
れ
る
側
で
あ
り
、
ま

つ
た
く
逆
の
存
在
で
あ
る
。

歴
史
学
で
は

「身
分
的
周
縁
」
と
い
う
概
念
で
、
身
分
的
多
様
性
を
把
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握
す
る
や
り
方
が
進
ん
で
い
る
。
髪
結
は

「身
分
的
周
縁
」
に
位
置
す
る

も
の
と
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。

な
お
、
町
人
の
描
か
れ
方
も
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
の
歴
史
学
で
は
特
徴
的

が
あ
る
。
吉
田
伸
之
に
よ
る
江
戸
時
代
の
民
衆
の
把
握
を
み
て
み
よ
う
。

吉
田
伸
之

「表
店
と
裏
店
　
―
商
人
の
社
会
、
民
衆
の
世
界
」
「
巨
大
城

下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
平
成
１２
）
に
よ
れ
ば
、
表
店

に
ひ
ろ
が
る
商
人
の
社
会
と
、
一暴
店
に
充
満
す
る
民
衆
の
世
界
。
町
方
社

会
の
対
比
的
な
重
層
構
造
が
民
衆
の
世
界
に
あ
る
と
す
る
。
表
店
は
店
舗

を
営
む
商
人
や
職
人
で
あ
る
。
裏
店
は
職
人
手
間
取
や
日
雇
稼

（力
仕
事
、

雑
役
）
と
零
細
な
商
い

（棒
手
振
、
時
之
物
売
）
あ
る
い
は
賃
仕
事
の
人
々

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
流
動
的
と
み
な
さ
れ
る
。

〓
一

『
浮
世
床
』
の
謎

『
浮
世
床
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
老
若
男
女
が
登
場
す
る
。
大
ま

か
な
内
容
を
次
に
示
す
。
こ
れ
は
本
田
康
雄

『
浮
世
風
呂

・
浮
世
床
　
―

世
間
話
の
文
学
』
を
も
と
に
、
そ
の
内
容
を
大
幅
に
増
補
し
、
さ
ら
に

場
面
を
分
割
す
る
な
ど
し
た
も
の
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
表
店
の
住
民

で
あ
り
、
通
常
の
字
体
は
裏
店
の
住
民
で
あ
る
。

『
浮
世
床
』
初
編
の
各
場
面

（ゴ
シ
ツ
ク
は
、
蟹
五
郎

一
家
を
除
い
た
表

店
の
住
民
）

１
　
隠
居
、
髪
結
床
の
主

・
蟹
五
郎
の
朝
寝
に
文
句
を
言
う
。
　

留

（弟

子
）
と
隠
居

勇
み
肌
の
男
、
色
女
の
と
こ
ろ

へ
泊
ま
り
女
房
か
ら
嫉
妬
さ
れ
る
話
。

蜂
が
着
物
を
返
さ
な
い
話
。
　

者
五
郎
と
勇
み
肌
。

素
読
指
南
の
孔
糞
先
生
、
や
た
ら
に
漢
語
を
つ
か
つ
て
出
鱈
目
を
言

び
ら
の
話
。
竹
本
、
咄
家
、
湯
桶
読
。
　

孔
糞
と
髪
五
郎
と
留

隠
居
、
朝
湯
や
髪
の
話
。
隠
居
と
者
五
郎
。

で
ん
ぼ
う
、
儒
者
の
悪
口
を
言
う
。
講
釈
、
今
川
状
の
で
た
ら
め
、

二
十
四
孝
の
話
を
す
る
。

隠
居

・
で
ん
ぼ
う

。
髯
五
郎
。

じ
や
ん
こ
熊
と
で
ん
ぼ
う
両
人
の
雑
談
。
女
郎
に
も
て
る
話
。
（隠
居

の
髪
の
仕
上
げ
）
。

隠
居
加
わ
り
墓
参
り
の
話
。
髪
結
代
の
話
。

隠
居
親
子

へ
の
評
価
。
通
人

・
利
口
の
論
。
頭
の
形
。
山
王
神
社
。

蟹
五
郎

ｏ
熊

・
伝
。

す
て
き
亀
加
わ
り
雑
談
。
熊
の
江
戸
っ
子
自
慢
。
熊
の
出
入
り
の
旦

那
、
仕
事
の
催
促
。

辰
登
場
。
あ
だ
文
字
と
い
う
常
盤
津
師
匠
の
噂
話
。
常
磐
津
稽
古
場

の
様
子
の
話
。

あ
だ
文
字
、
十
四
、
五
の
弟
子
娘
に
浴
衣
を
も
た
せ
湯
上
り
姿
で
通

り
か
か
る
。

あ
だ
文
字
と
男
た
ち
の
会
話
。
　

髪
五
郎

。
熊

・
伝

・
亀
。

あ
だ
文
字
の
評
、
表
を
通
る
年
増
女
、
そ
の
妹
を
品
評
す
る
。

菓
子
売
り
を
か
ら
か
つ
て
呼
び
売
り
の
口
上
を
言
わ
せ
る
。
熊

・

5 412 11
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伝

・
亀
の
退
場
。
入
れ
替
わ
り
息
子
株
た
ち
徳
太
郎

・
聖
吉

・
賢
蔵

の
登
場
。
女
房
お
吉
出
て
く
る
。
髪
五
郎
た
ち
朝
食
を
と
る
。

小
間
物
屋
櫛
人
登
場
。
（上
巻
終
）

息
子
株
連
中
、
色
女
か
ら
の
手
紙
を
読
み
か
ね
て
い
る
。
古
学

・
歌

謡
の
話
。
（髪

・
留
は
食
事
で
い
な
い
）

髪

・
留
戻

っ
て
く
る
。
息
子
株
、
表
を
通
る
美
人
を
批
評
す
る
。
女

房
論
に
花
が
咲
く
。
嫉
妬
深
い
女
房
。

上
方
商
人
作
兵
衛
来
る
。
上
方
者
の
金
惜
し
み
の
話
。
髪
五
郎
、
上

方
の
達
引
を
け
な
す
。
そ
ば
の
人
仲
裁
に
入
る
。

作
兵
衛
の
駕
籠
の
話
。
短
八

日
長
六
話
に
加
わ
る
。
女
郎
の
三
蒲
団
。

長
六

ｏ
短
八
、
長
六
が
貰

っ
て
き
た
猫
の
名
前
を
考
え
る
。

六
十
余
の
爺
様
中
右
衛
門
、
道
楽
息
子
を
探
し
に
く
る
。
長
六

・
短

八

・
中
右
衛
門

・
者
。
（中
巻
終
）

者
五
郎
、
長
六

・
短
八
、
女
郎
買
に
つ
い
て
息
子
株
連
中
に
つ
い
て

教
訓
話
を
す
る
。

悪
戯
す
る
丁
稚
来
る
。
　

者
五
郎
、
長
六

・
短
八

奉
公
人
、
居
候
の
話
。
　

髪
五
郎
、
長
六

・
短
八

居
候

（飛
助
）
、
世
話
に
な

っ
て
い
る
家
の
悪
口
を
言
う
。
　

髪
五

郎
、
長
六

・
短
八

飛
助
の
い
る
家
の
主
人

・
銭
右
衛
門
登
場
。
　

髪
五
郎
、
長
六

・
短

八一暴
の
家
で
呼
ん
だ
巫
女
の
話
。
転
じ
て
役
者
の
芸
風
の
今
昔
。
俳
諧

師
が
行
脚
し
て
狼
に
食
わ
れ
た
話
。
髪
五
郎
、
長
六

・
短
八

２６
　
乳
母
、
金
持
ち
の
家
の
五
歳
の
娘
お
滝
を

つ
れ
て
く
る
。

２７
　
で
ん
ぼ
う
松

・
竹

・
梅
来
て
、
乳
母
を
か
ら
か
う
。
巫
女
の
口
寄
せ

に
関
心
を
持

つ
。
（下
巻
終
）

『
浮
世
床
』
二
編
の
各
場
面

（ゴ
シ
ッ
ク
は
、
雪
五
郎

一
家
を
除
い
た
表

店
の
住
民
）

１
　
巫
女
の
口
寄
せ
。
婆
さ
ん
が
亡
く
な

っ
た
犬
を
寄
せ
た
。

２
　
死
霊

（変
助
の
妻
）
の
恨
み
か
ら
嫉
妬
論

へ
。
集
ま
る
女
の
寸
評
。

松

・
竹
、
短

・
長
、
銭
右
衛
門
、
土
竜
、
こ
の
家
の
女
房
。

３
　
甚
太
が
女
房
、
上
方
の
人
形
遣
の
爺
さ
ま
の
口
寄
せ
。
天
狗
に
な

っ

て
い
る
。

４
　
戻
っ
て
き
て
小
咄
。
延
公
の
遊
女
あ
が
り
の
女
房
の
噂
。
金
の
な
い

ま
ま
登
楼
し
た
若
い
こ
ろ
の
銭
右
衛
門
の
話
。
（上
巻
終
）

５
　
土
竜
の
話
。
馬
陰
と
酒
楽
和
尚
で
岡
山
鳥
を
訪
問
し
た
話
。
読
本
調

の
口
ぶ
り
。
馬
陰
が
ど
ぶ
に
落
ち
る
話
。

６
　
戒
名
の
話
。
人
百
屋
の
青
右
衛
門
の
息
子
の
妹
お
柚
の
話
。
戒
名
が

短
い
。
多
く
の
も
の
が
帰
る
。
銭
右
衛
門

・
長

・
短
。

７
　
髪
結
渡
世
の
話
。
　

蟹
五
郎

・
松

・
竹
。
蛸
助
会
話
に
加
わ
る
。
昔

の
髪
結
床
の
話
。

８
　
鳥
屋
の
ち
や
ぼ
人
の
口
上
。

９
　
丁
稚
、
書
女
の
越
後
節
を
披
露
す
る
。

１０
　
読
本
の
話
。
ち
や
ぼ
う
ま
く
読
め
な
い
。

Ｈ
　
櫛
屋
櫛
吉
、
吉
原
の
文
使
い
銅
助
登
場
、
ち
や
ぼ
人
と
蛸
助
の
拳
勝

-30-一



負
。

‐２
　
長
口
上
の
ば
あ
さ
ま
登
場
。
金
鳴
屋
の
お
ふ
く
ろ
。
お
吉
が
出
て
相

手
を
す
る
。
（下
巻
終
）

歴
史
と
小
説
の
間

い
ろ
い
ろ
と
生
活
の
苦
労
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
裏
店
の
住
民
た
ち
（熊

や
亀
や
で
ん
ぼ
う
）
は
、
女
郎
の
話
を
し
た
り
、
あ
だ
文
字
に
は
な
し
か

け
た
り
と
あ

っ
け
ら
か
ん
と
暮
ら
し
て
い
る
。

表
店
の
住
人
た
ち
で
あ
る
長
六
と
短
人
の
意
見
で
は
あ
る
が
、
農
村
に

比
べ
て
、
都
市
生
活
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
身
過
ぎ
世
過
ぎ
が
で
き
る

と
い
っ
た
江
戸
賛
歌
が

『
浮
世
床
』
初
編
下
２３
に
見
え
る
。

（働
か
な
い
居
候

へ
の
感
想
）
短
人

「業
晒
し
め
、
能
い
い
け
ど
し

を
し
て
、
い
つ
ま
で
居
候
に
成

つ
て
ゐ
る
気
だ
」
髪
五
郎

「あ
ま
ざ

け
を
売

つ
て
も
、
渡
世
は
出
来
そ
う
な
も
ん
だ
」
短

「と
う
が
ら
し

な
ど
ゝ
い
ふ
も
の
は
家
毎
に
沢
山
入
る
も
の
ぢ
や
ア
ね

へ
が
、
あ
れ

で
さ

へ
家
業
に
な

つ
て
通
る
。
こ
れ
ほ
ど
有
が
た
い
江
戸
に
ゐ
て
、

渡
世
の
出
来
ぬ
奴
は
本
い
く
ぢ
な
し
だ
」
び
ん

「す
べ
て
何
の
業
を

す
る
と
も
、
田
舎

へ
出
て
銭

設
を
す
る
や

つ
は
、
そ
れ
だ
け
の
力

だ

の

（引
用
者
注

¨
そ
れ
だ
け
の
力
量
し
か
持

っ
て
い
な
い
）
。
立
派
に

し
て
通
る
も
の
は
、
旅

歩
は
せ
ず
卜
江
戸
に
座
居
て
事
を
す
る
は

さ
。
そ
こ
が
お
江
戸
の
あ
り
が
た
い
所
だ
」

こ
れ
は
表
店
の
人
間
の
気
楽
を
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
成
功

ヘ

の
教
訓
と
し
て
、
読
者
を
諭
す
効
果
が
主
で
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

歴
史
学
で
は
、
社
会
の
周
縁
に
沈
み
、
苦
労
の
多
い
生
活
を
送

っ
て
い
る

は
ず
の
裏
店
の
住
人
で
も
、
『
浮
世
床
』
で
は
そ
の
生
活
の
苦
渋
は
会
話
に

ほ
と
ん
ど
の
ば
ら
ず
、
他
愛
の
な
い
会
話
を
か
わ
す
さ
ま
が
描
か
れ
る
だ

け
で
あ
る
。

ま
た
、
賃
五
郎
も
店
を
借
り
て
は
い
る
も
の
の
、
手
広
く
や

っ
て
、
上

昇
の
意
志
が
強
い
。
「所
有
か
ら
疎
外
」
さ
れ
た
嘆
き
な
ど
感
じ
と
れ
な
い
。

『
浮
世
床
』
二
編
下
７

蛸
助

「松
さ
ん
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
こ
の
費
公
は
如
才
ね

へ
よ
。
場

所
は
五
六
町
預
り
、
床
は
三
ケ
所
預

つ
て
皆

弟
子
を
出
し
て
置
く

シ
、
云
分
は
ね

へ
。
そ
の
上
に
、
こ
の
床
は
自
身
に
手
を
お
ろ
し
て

欲
ば
る
か
。
そ
れ
だ
か
ら
金
が
ウ
ン
ウ
ン
と
う
な
ら
ア
」
松

「お
ほ

か
た
預
つ
た
と
い
ふ
も
虚
だ
ろ
う
ス
」
竹

「他
の
名
前
に
し
て
内

証

は
て
ん
ハ
＼
が
持
居
る
の
ス
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
株
ま
で
所
有
す
る
と
み
る
、
松
の
推
測
は

正
し
く
な
く
、
預
か
り
床
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
諸
方
に
弟
子
を
派

遣
し
、
意
気
軒
昂
と
し
て
、
所
得
を
得
る
姿
が
描
か
れ
る
。
貧
し
く
描
か

れ
て
は
決
し
て
い
な
い
。

歴
史
学
の
見
る
現
実
と
小
説
世
界
の
饂
嬬
だ
が
、
こ
こ
で
は
事
実
と
し

て
、
近
世
の
庶
民
の
多
く
が
周
縁
的
身
分
に
身
を
沈
め
、
日
々
の
暮
ら
し

で
苦
し
ん
で
い
る
も
の
の
、
小
説
世
界
は
理
想
化
さ
れ
て
お
り
、
貧
し
い

な
が
ら
も
あ

つ
け
ら
か
ん
と
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
姿
が
描
か
れ
た
の

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
髪
結
床
の
亭
主
の
質
五
郎
も
、
実
際
の
髪
結
た
ち

の
姿
よ
り
も
、
経
済
状
況
が
良
好
に
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
前
田
愛
が
そ
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の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
支
配
す
る
制
度
側
に
所
属
す
る
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
く
。

『
浮
世
床
』
の
奇
矯
な
人
物

以
前
、
三
馬
の
滑
稽
本
の
な
か
に
黄
表
紙
に
出
て
く
る
よ
う
な
現
実
に

は
な
か
な
か
い
そ
う
に
な
い
奇
矯
な
人
間
が
出
て
く
る
こ
と
、
そ
れ
が
「黄

表
紙
風
の
合
巻
」
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
う
い

っ
た
人
物
、
『
浮
世
床
』
で
い
え
ば
、
孔
糞

・
土
竜
な
ど
が
ど
う
し
て
、
滑

稽
本
に
出
て
く
る
の
か
は
、
答
え
が
出
て
い
な
か
つ
た
。
今
回
、
表
店
の

住
人
と
裏
店
の
住
人
と
い
う
視
点
で
、
ひ
と
つ
の
見
解
を
得
た
。

孔
糞
は
素
読
指
南
の
先
生
で
、
世
間
の
常
識
が
な
く
、
言
葉
遣
い
は
漢

文
調
の
お
か
し
な
人
物
で
あ
る
。
一暴
店
の
住
人
で
あ
る
で
ん
ぼ
う
と
表
店

の
住
人
で
あ
る
隠
居
は
と
も
に
孔
糞
を
非
難
す
る
。

『
浮
世
床
』
初
編
上

で
ん
ぼ
う

「
コ
ウ
今
帰

つ
た
ぼ
く
ね
ん
じ
ん
も
大
き
な
屎
療
呆
だ
ぜ

な
ア
」
び
ん

「誰
。
ム
ヽ
孔
の
字
か
」
い
ん
き
よ

「ム
ヽ
放
屁
儒
者

か
。
あ
い
つ
が

何

を
し
つ
て
。
ま
だ
不
思
議
に
店
を
持
通
す
が
め
つ

け
物
よ
」
で
ん
ぼ
う

「
ヱ
ヽ
コ
ウ
儒
者
と
い
ふ
奴
は
余
程
博
識
な
者

だ
と
思

つ
た
ら
、　
一
向
し
き
な
ト
ン
チ
キ
だ
ぜ
。
」

日
頃
は
会
話
の
交
わ
ら
な
い
表
店
と
裏
店
の
住
人
で
あ
る
が
、
こ
う
い
つ

た
奇
矯
な
人
間
は
と
も
に
共
通
の
話
題
と
な
る
。
『
浮
世
床
』
で
い
え
ば
、

巫
女

（二
編
２

・
３
）
や
上
方
者

（初
編
１６

・
・７
）
な
ど
共
同
体
の
部
外

者
に
対
し
て
は
、
表
店

・
一暴
店
ど
ち
ら
に
住
ん
で
い
る
か
関
係
な
く

一
緒

に
話
題
に
し
て
い
る
。
読
本
か
ぶ
れ
の
土
竜
も
二
編
の
２

ｏ
３

ｏ
４

・
５

と
表
店

・
裏
店
の
住
人
わ
け

へ
だ
て
な
く
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。
奇
矯

な
人
物
を
出
す
こ
と
は
、
階
層
を
超
え
て
会
話
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
仕

組
み
だ
と
思
わ
れ
る
。

巫
女
の
口
寄
せ
と

『
浮
世
床
』
の
構
想

『
浮
世
床
』
は
そ
の
名
の
通
り
、
髪
結
床
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ
に
来

る
客
た
ち
の
会
話
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
編
の
上
で
は
、

髪
結
床
で
は
な
く
、
髪
結
床
の
裏
側
に
あ
る
隣
家
に
来
た
巫
女
の
口
寄
せ

が
中
心
と
な
る

（二
編
ｌ

ｏ
２

ｏ
３
）。
巫
女
の
口
寄
せ
で
は
、
「亡
く
な

っ
た
犬
」
「変
助
の
妻
」
「上
方
の
人
形
遣
の
爺
さ
ま
」
が
呼
び
寄
せ
ら
れ

る
。
初
編
下
の
終
わ
り
で
は
、
「是
よ
り
二
編
日
、
巫
女
口
侍
の
は
じ
ま
り
、

さ
や
う
。
サ
ご
ざ
り
ま
せ
い
ツ
ヽ
テ
ン
ノ
＼
」
と
二
編
で

「巫
女
の
口
を

よ
せ
て
さ
わ
ぐ
さ
ま
ハ
＼
の
お
か
し
み
」
を
描
く
こ
と
を
予
告
す
る
。
二

編
の
口
絵
に
口
寄
せ
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
趣
向
を
三
馬
が
と
て

も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

で
は
、
な
ぜ
三
馬
は
髪
結
床
を
離
れ
て
、
巫
女
の
口
寄
せ
を
描
こ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
浮
世
床
』
に
出
て
く
る
登
場
人
物
の
構
成
で
あ
る
。

初
編
の
登
場
人
物
を
よ
く
見
れ
ば
わ
か
る
が
、
常
磐
津
の
師
匠
あ
だ
文
字

（初
編
１０

ｏ
ｌｌ
）
と
そ
の
弟
子
を
除
く
と
女
子
ど
も
が
出
て
こ
な
い
。
『
浮

世
床
』
は
町
屋
の
庶
民
を
描
く
の
が
主
眼
だ

つ
た
は
ず
だ
が
、
日
中
の
町

屋
に

一
番
多
く
い
る
お
か
み
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
や
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
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描
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
髪
結
床
に
女
性
や
子
ど
も
は
行
か
な
い
の
で
当

然
と
は
い
え
る
。
二
編
で
巫
女
の
口
寄
せ
を
扱

っ
た
の
は
、
初
編
に
出
な

い
こ
れ
ら
の
人
物
を
登
場
さ
せ
る
意
図
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巫
女
の

い
る
口
絵
に
は
、
長
屋
の
お
か
み
さ
ん
衆
や
お
ば
あ
さ
ん
、
そ
れ
と
子
ど

も
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
意
図
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

髪
結
床
に
集
ま
る
男
連
中
だ
け
で
な
く
、
長
屋
の
女
子
を
描
こ
う
と
し

た
の
は
、
『
浮
世
風
呂
』
と
構
想
を
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
『
浮
世
風
呂
』

は
前
編
が
男
湯
編
だ
が
、
二
編
と
二
編
が
女
湯
編
で
あ
り
、
四
編
に
な

っ

て
よ
う
や
く
男
湯
に
戻
る
。
二

・
三
編
と
女
湯
が
続
い
た
の
は
、
男
湯
よ

り
も
人
気
だ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
『
浮
世
床
』
で
も
、
実
際
の
読
者
と
も
な

る
、
女
や
子
ど
も
を
出
そ
う
と
思
う
の
は
自
然
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
馬
の
こ
の
目
論
見
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
巫
女
の
口
寄
せ
で
は
、
初
編
で
出
な
い
種
類
の
登
場
人
物

（犬
あ
り
）

が
出
て
、
お
か
し
み
を
誘
う
が
、　
一
人
に
よ
る

一
方
的
な
語
り
に
す
ぎ
な

い
。
町
屋
に
住
む
女
、
子
ど
も
ら
の
闊
達
な
会
話
を
描
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
け

っ
き
ょ
く
、
二
編
上
が
お
し
ま
い
ま
で
い
く
ま
え
に
、
髪
結
床
に

世
界
は
戻
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
初
編
で
三
巻
構
成
だ

っ
た
の
が
、
三
編
で

は
上
下
巻
で
お
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
も
、
内
容
が
不
足
し
て
し
ま

っ
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

二
編
の
巻
末
に
は

「俗
談
平
話
の
お
か
し
み
あ
る
こ
と
ど
も
を
ひ
ろ
ひ

あ
つ
め
、
人
情
の
あ
り
さ
ま
を
く
は
し
く
う
が
ち
て
、
来
春
嗣
て
出
す
。

看

官
三
編
の
発
市
を
侯
ば
幸
甚
々
々
」
と
あ
る
が
、
け
っ
き
よ
く
三
馬
に

よ
る
三
編
は
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
刊
行
予
告
が
あ
る

も
の
の
未
刊
に
お
わ
る
例
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
滝
亭
鯉
丈
に
よ

る

『
浮
世
床
』
三
編
の
南
仙
笑
楚
満
人

（為
永
春
水
）
序
文
に

「文
栄
堂

に
頼
ま
れ
て
柳
髪
新
話
の
三
編
目
を
本
丁
庵
（引
用
者
注

¨
三
馬
の
こ
と
）

へ
言
ひ
入
れ
し
は
三
年
已
前
の
事
な
り
し
が
、
近
年
先
生
多
病
に
し
て
、

風
呂
の
加
減
も
床
髪
も
暫
ら
く
筆
を
留
め
置
く
の
み
」
と
あ

っ
て
、
続
編

が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
病
気
が
理
由
だ
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
化
で
も
文
政
で
も
ほ
か
に
合
巻
の
作
は
あ
り
、
『
浮

世
風
呂
』
で
も

『
浮
世
床
』
で
も
、
続
編
を
執
筆
す
る
機
会
は
あ

っ
た
は

ず
で
あ
る
。
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
趣
向
の
行
き
詰
ま
り
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

十
返
舎

一
九
に
は
長
屋
物
と
い
う
べ
き
、
長
屋
の
住
民
の
会
話
を
中
心

に
し
た
滑
稽
本
が
あ
る
。
『
串
戯
二
日
酔
』
（文
化
八
年
刊
）
・
『
滑
稽
磨
栗

毛
』
（文
化
十

一
年
刊
）
・
『
膝
栗
毛
発
端
』
（文
化
十

一
年
刊
）
・
『
続
々
膝

栗
毛
』
全
二
編

（天
保
二
年
か
ら
天
保
七
年
刊
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

一
九
の
『
滑
稽
磨
栗
毛
』
と
二
馬
の
『
浮
世
床
』
と
を
比
べ
て
み
れ
ば
、

違
い
が
は
っ
き
り
す
る
。
『
滑
稽
磨
栗
毛
』
で
は

「子
種
」
と
い
う
取
上
げ

婆
が
中
心
人
物
で
あ
り
、
女
房
ら
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
『
膝
栗
毛
発
端
』

に
も
、
弥
次
郎
兵
衛
の
女
房
お
ふ
つ
や
新
し
い
持
参
金

つ
き
の
女
房
お
つ

ば
ら
が
出
て
く
る
。
『
浮
世
床
』
が
男
た
ち
の
世
界
を
描
く
の
に
対
し
、
一

九
の
長
屋
物
の
滑
稽
本
の
登
場
人
物
は
偏
り
が
な
い
。
と
は
い
え
、　
一
九

の

『
膝
栗
毛
発
端
』
は

一
度
切
り
の
内
容
で
あ
り
、
『
滑
稽
磨
栗
毛
』
も
長

屋
連
中
の
他
愛
の
な
い
お
し
や
べ
り
で
は
間
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
大
屋
の
祝
い
の
出
し
物
の
稽
古

へ
趣
向
を
転
換
し
つ
つ
、
予
告
し
た
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続
編
が
未
刊
の
ま
ま
終
わ

つ
て
い
る
。　
一
九
が
再
度
、
長
屋
の
登
場
人
物

を
描
く
に
は
間
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三
馬
に
よ
る
『
浮
世
床
』
二
編
が
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
『
浮
世
床
』

二
編
と
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
た

一
九
の

『
滑
稽
磨
栗
毛
』
の
影
響
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

『
浮
世
床
』
の
教
訓

筆
者
は
以
前

『
浮
世
風
呂
』
二
編
三
編
に
教
訓
性
の
強
い
こ
と
を
論
じ

た
。
『
浮
世
床
』
で
は
、
『
浮
世
風
呂
』
二
編
三
編
ほ
ど
、
全
体
を
支
え
る

趣
向
と
し
て
教
訓
が
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
読
者

に
教
訓
を
与
え
る
会
話
が
散
見
す
る
。

た
と
え
ば
、
『
浮
世
床
』
初
編
７
で
隠
居
親
子
に
つ
い
て
熊
と
で
ん
ぼ
う

が
論
評
す
る
。

で
ん
ぼ
う

「通
人
だ
の
通
り
者
だ
の
と
い
ふ
奴
は
全
体
野
暮
だ
ぜ
。

そ
の
証
拠
に
は
皆
身
上
が
茶
々
む
ち
や
く
だ
」
髯
五
郎

「野
暮
だ
ノ
＼

と
い
ふ
人
は
身
上
を
よ
く
し
て
人
に
も
笑
は
れ
ず
、
間

に
は
貧
乏
な

や

つ
を
救

つ
て
や

つ
た
り
何
角
す
る
。
お
ら
ア
そ
の
方
が
通
り
者
だ

ら
う
と
思
ふ
」

廓
遊
び
を
し
て
、
散
財
し
、
通
人
や
通
り
者
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
愚
を
説

初
編
下
２０
で
も
通
人
論
は
あ
る
。

び
ん

「む
か
し
の
誰
と
か
い
ふ
女
郎
が
、
通
人
と
は
廓

へ
這
入
ら
ぬ

人
を
通
人
と
い
ふ
、
女
郎
買
を
し
て
金
を

つ
か
ふ
者
は
、
お
そ
か
れ
速

か
れ
身
体
を
滅
ぼ
す
か
ら
野
暮
だ
、
と
云
つ
た
さ
う
だ
が
、
悟

つ
て

見
れ
ば
そ
ん
な
も
の
か
い
」
短
人

「
違

ね

へ
」
長
六

「角
屋
敷
党
に

は
野
暮
の
手

へ
渡
り
、
卜
川
柳
点
に
あ
る
が
、
う
そ
は
ね

へ
」
び
ん

「通
だ
の
通
り
者
だ
の
い
は
れ
て
身
体
を
潰
す
よ
り
か
も
、
野
暮
と

云
は
れ
て
金
を
た
め
た
方
が
利
方
だ
の
」
（以
下
さ
ら
に
続
く
）

短
六
や
長
人
は
表
店
の
人
間
で
あ
る
が
、
表
店
の
人
間
同
士
が
と
く
に
教

訓
性
の
高
い
会
話
が
交
わ
す
。
奉
公
人
に
関
し
て
も
、

び
ん

「奉
公
人
も
主
人
は
撰
む
事
た
が
、
主
人
も
奉
公
人
を
選
ま
ね

へ
と
、
身
上
の
為
に
な
ら
ぬ
の
」
短
い

「人
の
身
体
の
能
く
な
る
の

は
、
奉
公
人
さ

へ
能
け
れ
ば

灘
か

だ
」
（初
編
下
２４
）

と
、
世
間
知
を
伝
え
る
実
用
的
な
会
話
が
な
さ
れ
る
。

『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
の
舞
台
と
な

っ
た
銭
湯
と
髪
結
床
は
、
江
戸

時
代
の
町
内
に

一
軒
ず

つ
置
か
れ
、
当
時
の
庶
民
が
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、

相
互
の
交
流
の
場
で
あ

っ
た
。
庶
民
同
士
の
会
話
に
よ
り
読
者
は
教
訓
や

生
き
て
い
く
上
で
の
知
恵
を
得
る
利
点
が
あ

っ
た
。

お
わ
り
に

前
田
愛

「渥
東
の
隠
れ
家
」
は
、
『
浮
世
床
』
を
対
象
と
し
、
髪
結
床
が

江
戸
の
都
市
制
度
の
な
か
で
果
た
し
た
見
え
ぎ
る
役
割
を
考
察
し
た
論
文

で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
な
さ
れ
た
、
吉
田
伸
之
の
論
考
を
は
じ
め
と
す

る
歴
史
学
で
は
、
髪
結
床
を
前
田
と
は
違

っ
た
捉
え
方
を
す
る
。
『
浮
世
床
』

で
描
か
れ
る
寛
政
期
か
ら
天
保
期
の
髪
結
床
は
、
髪
結
株
式
の
所
有
権
を

-34-一



持
た
な
い
町
人
身
分
の
下
位
の

一
派
生
形
態
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

前
田
愛
の
論
考
で
は
制
度
側
に
あ
る
髪
結
が
、
吉
田
伸
之
の
論
考
で
は

「身
分
的
周
縁
」
の
ひ
と
つ
と
見
な
さ
れ
る
。
相
互
の
落
差
は
、
吉
田
伸

之
の
見
る
髪
結
床
が
現
実
の
髪
結
床
で
あ
り
、
前
田
愛
が
考
察
す
る

『
浮

世
床
』
の
髪
結
床
が
理
想
化
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。

『
浮
世
床
』
は
、
髪
結
床
が
商
人
層
を
中
心
と
す
る
表
店
の
住
民
と
日

雇
い
層
を
中
心
と
す
る
裏
店
の
住
民
が
集
う
場
所
で
、
相
互
に
交
わ
る
こ

と
の
な
い
両
層
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
立
場
に
髪
結
床
の
亭
主
が
い
る
よ
う

に
描
く
。
『
浮
世
床
』
は

『
浮
世
風
呂
』
と
同
様
に
、
登
場
人
物
の
会
話
を

通
し
て
、
世
間
知
を
伝
え
、
道
徳
を
再
生
産
す
る
小
説
で
あ
る
。

表
店
層
と
裏
店
層
の
会
話
は
ほ
と
ん
ど
交
わ
ら
ず
、
両
層
に
溝
が
あ
る

の
は
確
か
だ
が
、
孔
糞

ｏ
土
竜
の
よ
う
な
奇
矯
な
人
物
、
あ
る
い
は
上
方

者
や
巫
女
と
い
っ
た
共
同
体
の
外
部
に
い
る
人
物
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、

髪
結
床
に
集
う
人
々
は
ひ
と

つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
会
話
か
ら
う
か
が
え

ブ（）。
『
浮
世
床
』
で
排
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一暴
店
の
住
民
の
か
み
さ
ん

。

お
ば
あ
さ
ん

ｏ
子
ど
も
で
あ
り
、
『
浮
世
床
旨

一編
で
髪
結
床
と
関
係
の
な

く
、
巫
女
を
出
す
の
は
裏
店
の
そ
れ
ら
を
描
く
目
的
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

別
の
人
が
起
こ
し
た
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
誰
か
が
話
す
と
い
う
形
式
が

中
心
と
な

っ
て
い
る

『
浮
世
風
呂
』
四
編
と

『
浮
世
床
』
初
編

・
三
編
は
、

『
浮
世
風
呂
』
前
編

・
三
編

・
三
編
に
比
べ
て
叙
述
性
が
高
く
、
読
み
や

す
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
会
話
の

描
写
性
は
薄
ま

っ
た
。
ま
た
、
髪
結
床
を
舞
台
と
す
る
制
限
が
、
実
際
の

裏
長
屋
の
中
心
に
い
る
女
房
連
中
や
子
ど
も
ら
を
描
く
に
は
不
利
に
働
き
、

女
風
呂
を
舞
台
と
す
る
『
浮
世
風
呂
旨

一編
三
編
の
よ
う
に
は
女
性
読
者
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

『
浮
世
床
』

の
三
編
が
書
卑
に
期
待
さ
れ

つ
つ
も
、
と
う
と
う
三
馬
の

手
で
書
か
れ
な
か

っ
た
の
は
、
『
浮
世
床
』
が
髪
結
床
を
舞
台
と
す
る
設
定

か
ら
す
れ
ば
当
然

の
帰
結
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
焼
き
な

お
し
を
す
れ
ば
、
同
じ
内
容
を
書
け
な
く
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
を
せ
ず
に
、
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』
も
新
作
を
出
す
ご
と
に
新
し
い

趣
向
を
盛
り
込
む
こ
と
を
目
指
し
た
の
は
、
三
馬
の
戯
作
者
と
し
て
の
冷

持

の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
わ
れ
る
。

注

（１
）

拙
著

『式
亭
三
馬
と
そ
の
周
辺
』
二
章
四
節

「『浮
世
風
呂
』
女
風
呂
編
に

お
け
る
教
訓
」
（新
典
社
、
平
成
２３
ｏ
４
）
に
考
察
を
示
す
。

（２
）
　

本
田
康
雄

『浮
世
風
呂

・
浮
世
床
　
―
世
間
話
の
文
学
』
（平
成
６
ｏ
４
）

が
内
容
の
分
析
を
行
う
。

（３
）

前
田
愛

「渥
東
の
隠
れ
家
」
（初
出
は

「展
望
」
昭
和
５２
ｏ
７
。
の
ち
に

『都

市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
昭
和
５７
・
・２
所
収
）。

（４
）
　

注

（３
）
前
掲
書

『都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』。

（５
）

前
田
愛

「渥
東
の
隠
れ
家
」
は
、
松
本
四
郎

「幕
末

・
維
新
期
に
お
け
る

都
市
の
構
造
」
「
三
井
文
庫
論
叢
』
三
井
文
庫
、
昭
和
４５
所
収
）、
竹
内
誠

「寛
政
―

化
政
期
江
戸
に
お
か
え
る
諸
階
層
の
動
向
」
（西
山
松
之
助
編

『
江
戸
町
人
の
研
究
』

１
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
４７
所
収
）、
加
藤
秀
俊

『都
市
と
娯
楽
』
（鹿
島
研
究
所
出

版
、
昭
和
４４
）
を
参
照
す
る
。

一-35-一



（６
）

な
お
、
京
都
の
髪
結
に
関
し
て
、
塚
本
明

「町
抱
え
と
都
市
支
配
　
―
近

世
京
都
の
髪
結

ｏ
町
用
人

・
「年
行
事
」
を
中
心
に
―
」
「
日
本
史
研
究
」
３２
、
日
本

史
研
究
会
、
平
成
ｌ

ｏ
５
）
が
あ
る
。
髪
結
の
町
抱
え
と
い
う
制
度
に
着
目
し
、
「町

に
よ

っ
て
抱
え
ら
れ
た
髪
結
は
、
町
の
内
に
い
な
が
ら
、
町
の
中
核
の
構
成
員
の
平

等
性
を
外
側
か
ら
支
え
る
役
割
を
果
た
す
」
（５
頁
）
と
い
う
評
価
を
す
る
。
髪
結
が

町
制
度
の

一
部
分
で
あ
る
と
い
う
点
で
従
来
の
論
考
の
流
れ
に
そ
う
も
の
と
い
え
る
。

（７
）
　

吉
田
伸
之

「巨
大
都
市
に
お
け
る
身
分
と
職
分
」
「
近
世
都
市
社
会
の
身

分
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
１０

・
５
所
収
）。
初
出
は

『
日
本
の
社
会
史
』
七

巻

「近
世
に
お
け
る
身
分
意
識
と
職
分
観
念
」
貧
石
波
書
店
、
昭
和
６２

ｏ
７
）。

（８
）

横
山
百
合
子

「十
九
世
紀
江
戸

。
東
京
の
髪
結
と
女
髪
結
」
「
別
冊
　
都

市
史
研
究
　
パ
リ
と
江
戸
　
―
伝
統
都
市
の
比
較
史

へ
』
山
川
出
版
社
、
平
成
２．

．

６
所
収
）
は
こ
の
時
期
の
女
髪
結
を
論
じ
た
も
の
。

（９
）
　

本
論
考
に
関
係
す
る
の
は
、
塚
田
孝

『
近
世
身
分
制
と
周
縁
社
会
』
（東
京

大
学
出
版
会
、
平
成
９

ｏ
Ｈ
）
、
塚
田
孝
編

『
職
人

ｏ
親
方

・
仲
間
』
（シ
リ
ー
ズ
近

世
の
身
分
的
周
縁
３
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
１２

ｏ
８
）
、
塚
田
孝
編

『
都
市
の
周
縁
に

生
き
る
』
（身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
４
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
１８

・
・２
）
と
い
つ
た

塚
田
孝
に
よ
る

一
連
の
編
著
で
あ
る
。
「身
分
的
周
縁
」
と
い
う
見
方
の
広
ま
り
が
う

か
が
え
る
。

（１０
）
　

吉
田
伸
之

「表
店
と
裏
店
　
―
商
人
の
社
会
、
民
衆
の
世
界
」
「
巨
大
城

下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
平
成
１２

・
・
所
収
）。

（
Ｈ
）
　

注

（２
）
前
掲
書
。

（
・２
）

拙
稿

「三
馬
の

「黄
表
紙
風
の
合
巻
」

（拙
著

『
式
亭
三
馬
と
そ
の
周
辺
』

二
章
三
節
）
。
初
出
は

「式
亭
三
馬
の

『
黄
表
紙
風
の
合
巻
旨

（
「国
語
国
文
」
７４
巻

４
号
、
京
都
大
学
国
語
国
文
学
会
、
平
成
１７

ｏ
４
）。

（・３
）

拙
稿

「式
亭
三
馬
の
未
刊
作
品
の
広
告
」
「
二
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」

２２
ヽ
平
成
２３

・
６
）
に
そ
の
実
態
を
詳
述
。

（
・４
）

注

（１
）
参
照
。

（
・５
）
　

『
浮
世
風
呂
』
四
編
と

『
浮
世
床
』
初
編
と
趣
向
が
似
る
の
は
執
筆
時
期

が
同
じ
の
た
め
だ
ろ
う
。

※

『
浮
世
床
』
の
本
文
引
用
は
新
潮
日
本
古
典
集
成

『
浮
世
床
　
四
十
八
癖
』
（本
田

康
雄
校
注
、
新
潮
社
、
昭
和
５７
）
か
ら
行

っ
た
。

本
稿
は
二
〇

一
二
年
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
ア
ジ
ア
懇
話
会

（於
二
重
大

学
）
で
の
口
頭
発
表

「近
世
小
説
に
み
る
江
戸
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
」
を
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

［
よ
し
ま

る

。
か

つ
や
　
本
学
教
員
］
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